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１１
月
２
日
（
日
）
、
若
神
子
亭
を
会

場
に
「
収
穫
祭
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

心
配
さ
れ
た
天
気
も
開
催
中
は
雨
も

降
ら
ず
、
地
域
内
外
か
ら
沢
山
の
お
客

様
が
来
場
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

毎
回
好
評
の
、
芋
の
子
汁
や
つ
き
た

て
餅
の
振
る
舞
い
、
カ
ボ
チ
ャ
・
米
両

研
究
会
に
よ
る
試
食
お
よ
び
格
安
販

売
、
産
直
野
菜
の
百
円
均
一
セ
ー
ル
。

そ
れ
に
加
え
て
、
今
回
は
栗
原
の
「
さ

く
ら
の
湯
」
の
協
力
に
よ
る
、
イ
ワ
ナ

の
販
売
や
珍
し
い
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
午
後
に
は
一
関
二
高
音
楽
部

に
よ
る
、
美
し
い
合
唱
発 

表
も
行
な
わ
れ
、
素
晴
ら 

し
い
晩
秋
の
一
日
と
な
り 

ま
し
た
。 

 
 

骨
寺
村
荘
園
の
景
観
を
維
持
し
、
営
農
継 

続
の
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
大
切
な
行
事
、
秋 

の
土
水
路
整
備
作
業
が
、
１１
月
１５
日
（
土
） 

行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
も
、
地
元
民
は
も
ち
ろ
ん
、
一
関
地
区
の
建
設
業
協
会
、

水
道
工
事
業
協
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
総
勢
１
８
０
名
で
、

総
延
長
２０
キ
ロ
を
超
え
る
荘
園
内
の
土
水
路
を
ス
コ
ッ
プ
や
鎌

等
を
使
い
、
綺
麗
に
整
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 

一
関
文
化
会
議
所
が
選
考
す
る
「
一
関
文

化
賞
」
の
生
活
文
化
部
門
に
お
い
て
、「
本
寺

地
区
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
が
「
奨
励

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

１１
月
１１
日
（
火
）
の
表
彰
式
で
は
、
同
協

議
会
の
佐
藤
勲
会
長
が
、
文
化
会
議
所
会
長

よ
り
、
表
彰
状 

等
を
授
与
さ
れ
、 

ス
ピ
ー
チ
で
は
こ 

れ
ま
で
の
労
を
顧 

み
、
感
無
量
と
述 

べ
、
価
値
あ
る
受 

賞
を
皆
で
喜
び
合 

い
ま
し
た
。 

 

２
０
０
８
年
度
か
ら
行
な
わ
れ
て
い

た
、「
骨
寺
村
荘
園
景
観
保
全
農
地
整
備

事
業
」
の
完
了
を
受
け
、
１１
月
１６
日 

（
日
）
若
神
子
亭
を
会
場
に
「
完
工
式
」 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

沢
山
の
来
賓
関
係
者
が
出
席
さ
れ
た

中
、
市
長
・
振
興
局
長
の
祝
辞
を
頂
戴
し
、

農
地
整
備
推
進
協
の
佐
藤
勲
会
長
よ
り
、

施
工
業
者
に
は
感
謝
状
等
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。 


